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研究の目的 

人の自己所有感を実験的に操作する方法として

Full Body Illusion (FBI) が存在する。FBI とは自

己身体以外の対象に対して，自己身体のように誤認

してしまう現象である。この FBIの生起量について

Salomon (2013) は，錯覚を生起させる手続きが同じ

でも，個人間でのばらつきが大きいことを報告して

いる。しかし，これまで FBI 生起量の個人差がどう

いった要因によって生じるかについては明らかにさ

れていない。そこで，本研究では，FBI の生起量の

個人差と関連する要因の探索を行った。FBI 同様に

自己所有感を操作する手法である Rubber Hand 

Illusion (RHI) の生起量に性格特性が関与している 

(Peled, 2016) という知見を踏まえ，FBI生起量にも

性格特性が関与している可能性が推察される。その

ため，本研究では，FBI 生起量と関連する要因とし

て性格特性を取り上げて検討を行った。 

方法 

実験参加者 男子大学生 21 名 (平均年齢 20.65 

範囲 18-23 歳) が参加した。 

実験計画 2 (視触覚刺激の同期・非同期 )×2 

(恐怖刺激有･無) の 2 要因参加者内計画であった。 

特性質問紙 内受容感覚への気づきの多次元的評

価 (MAIA: 庄子 et al.,2014)，内面的な自己に注意を

向けやすい特性 (私的自己意識) を「反芻」と「省察」

に分け測定する Rumination-Reflection Questionnaire 

(RRQ: 高野・丹野.,2008)，「物語自己」，「制御感」，

「所有感」を日常経験に基づいて測定した Embodied 

Sense of Self Scale (ESSS: Asai et al., 2016) を用いた。 

 手続き 錯覚を生起させる同期条件では，2 分

間 VR 環境で流れている手の動き  (視覚刺激) に

合わせ参加者の背中を撫でた  (触覚刺激)。非同期

条件では，触覚と視覚刺激の入力を 1 秒ずらし，参

加者の背中を撫でた。FBI の生起を皮膚電気反応で

も確認するため，2 分間の視触覚刺激入力後にナイ

フがアバターの背中を刺す恐怖刺激を 5 秒間呈示す

る条件も用意した。これらの刺激呈示後，Petkova et 

al. (2008) と Romano (2014) から選出した 8項目 5件

法の錯覚強度質問紙への回答を求めた。質問紙は錯

覚の生起を測定する錯覚項目と統制項目に分類され

ていた。質問紙への記入後，次の試行へ移った。 

結果と考察 

 FBI生起の確認 FBIが先行研究と同様に生起し

ていたことを確認するため，錯覚強度質問紙におけ

る錯覚項目，および統制項目の平均値を算出し，2 (刺

激呈示) × 2 (恐怖刺激) の分散分析を行った。結果，

錯覚項目では同期の主効果が有意であった (F (1, 

20) = 33.669, p <.001)。また恐怖刺激呈示時の皮膚電

気反応が同期条件において非同期条件よりも強かっ

た (t (15) = 1.797, p < .10)。以上の結果から，本研究

において FBI が生起していたと言える。 

 特性質問紙との相関 各錯覚強度指標における同

期条件と非同期条件との差分と性格特性の尺度得点

との順位相関係数を算出した。錯覚強度質問紙の錯

覚項目の差分の値と ESSS の物語自己に正の相関が

みられ (rho = .39, p <.10)，皮膚電気反応の差分の値

と ESSSの物語自己に正の相関 (rho = .59, p <.05)，

RRQ の反芻 (rho = .52, p <.05) と省察 (rho =.79, p 

<.01) に正の相関がみられた。 

 ESSS の物語自己との相関は錯覚強度質問紙と皮

膚電気反応の両方と相関していた。RHI と統合失調

症型パーソナリティ傾向とに正の相関があること 

(久崎, 2011)，また統合失調症型パーソナリティ傾向

と物語自己とに強い正の相関があること  (Asai, 

2016) を合わせて考えると，RHI の先行研究とも整

合性のある結果であると考えられる。RRQ との相関

については皮膚電気反応でのみ観察されており，反

芻も省察もともに感情や認知による動機づけによっ

て生じる自己への注意である。この特性が FBI の生

起に関連するのか恐怖刺激に対する感情や認知の生

起と関連するのか本研究からでは判断が難しい。そ

のため FBI の生起と関連した特性とは断言できない。 
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